
  

～もっと知りたいふくしまのこと～  

ふくしま支援交流会を開催しました 
支援活動ニュース 第2号 

報告いただいたコープふくしま理事の日野公代さん（中）、
菅野真由美さん（右）、職員の松崎美智子さん（左） 

 東日本震災から５年が経ち、支援への関心を持ち続け
ることが難しくなっています。 

 とりわけ原発事故が起きた福島では、放射線による避
難や健康不安、生産物等の風評被害などの問題が発生し、
今でも多くの課題が残されています。 

 原発を抱える佐賀県民の一人一人として、福島で起き
たことや困難を乗り越えた組合員のお話を聴いて、震災
当時からこれまでの取り組みを知り、これからの福島へ
の支援をどうしていけばよいか、原発をどう考えればよ
いか、一緒に考える場として「ふくしま支援交流会」を
開催しました。 

5月17日佐賀会場と18日唐津会場に、コープふくしま
の理事お二人と職員の方をお招きし、マスコミからは伝
えられないリアルな体験や実感を伝えてもらいました。 

唐津会場・唐津市民会館には34名が参加しました 

放射能の不安を、生協の食事
検査や内部被ばく測定に参加
して克服…学習して自分のも
のさしを持つことが大切 

（コープふくしま理事菅野真由美さん） 

原発事故のあと「ただちに健康に影響な

い」とか「いますぐ避難した方が良い」

などの情報に不安でいっぱいだった。福

島市に小学生の娘とこのまま居続けるべ

きか悩んでいた時、生協の外部被ばく線

量調査に参加して全国のデータと比較で

きた。他県と大きな差が見られず、除染

すれば放射線を下げられることがわかっ

た。食事による内部被ばくも、全国の生

協組合員が協力した「陰膳方式」（家庭

の食事一人分余分に作って日生協検査セ

ンターに送る）による放射能検査でも福

島だけが高いというデータは出なかった。

放射能は目に見えないが、測定によって

自分の目で確かめられることで安心でき

た。放射線についての科学的な知識を学

ぶことで情報に振り回されない自分のも

のさしを身に付けられた。事故直後自分

に知識がなかったために娘を被爆させて

しまった不安があったが内部被ばくの検

査も受けられた。過剰な不安を持たなけ

れば風評被害も止められる。でも農産物

などの「風評被害」は一度広がると根が

深い。福島の生産者自ら「こんなことで

負けられない」と木の表皮を除染して、

全数検査して安全なものを届けている。

正しく福島のことを知って応援してほし

い。 

福島で起きたことを「覚えて”
くんち”」（福島弁で『覚えていてくださ
い」）…ふくしまの正しい姿を見
て、普通にかかわってほしい 

（コープふくしま理事日野公代さん） 

小学生の時から原発の見学に行かされ
東電からボールペンをもらって「安
全」を刷り込まれてきた。避難者は今
でも10万人近くいる。これは佐賀県の
小城市と武雄市の人口といっしょ。原
発事故が起きたら誰も助けに入れな
かった。風と雨で飯館村に放射能が流
れていたのに、そこで避難者への炊き
出しがふるまわれた。第一原発の廃炉
処理の費用6900億円は電力会社でな
く国民の税金から出ている。いまだに
炉心を冷却した汚染水が毎日400トン
たまり続けている。さまざまな地域の
除染廃棄物の袋はたまる一方で5年しか
耐久性がない。原発周辺の帰還困難、
居住制限区域に立ち入ることはできな
い一方で、その他の町では普通に運動
会も開いている。福島の正しい姿を見
て、普通にかかわってほしい。 

見える形の復興はすすんでも
「人間らしい復興」はこれから
…地域で寄り添い、心豊かに生協
活動を続けたい 

（コープふくしま職員松崎美智子さん） 

震災直後福島市周辺の空間線量が20マ
イクロシーベルト毎時もあったことを
後から聞いた。組合員活動は震災の年
の8月まですべて休止せざるを得なかっ
た。職員も復旧のために配達に出した
ところ、組合員から外へ出すのは心配
の声が出て事務所内だけの仕事に切り
替えた。そんな中自己責任でくらしの
助け合いの会のメンバーは使命感で活
動した。生協が企画した放射能の学習
会には入れきれないほどの組合員が集
まり、質問が途切れなかった。震災前
に始めた大豆を育てる食育クラブは畑
の線量が高くて中止せざるをえなかっ
た。親子ひろばも立派な室内遊び場が
震災後にたくさんできて生協に集まら
なくなり閉鎖した。避難者の仮設住宅
への寄り添い活動はだいぶ少なくなっ
たが、最後の一人になるまで続けてい
く。心の復興はまだまだこれからだ。 
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